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ホルムズ海峡（Strait of Hormuz）と国際法

迂回路なし：世界で最も重要なchokepoint

海峡沿岸国：イランとオマーン（ムサンダム半島）

国連海洋法条約(UNCLOS)上の「国際海峡」：船舶の通過通航(transit 
passage)

両国は「領海」と主張：船舶の無害通航(innocent passage)

封鎖の可否に影響？：自衛、対抗措置(countermeasures)

分離航路帯：オマーン側ゆえ、封鎖はオマーンの主権侵害の可能性

イラン以外の危機のシナリオ：オマーン？、テロ、海賊、事故

衝突防止協定の必要性：米ソ公海事故防止協定(INCSEA,1972)
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IEA による緊急時対応

成功した国際機関、Emergency Sharing System (イラ
ン人質事件、イラン・イラク戦争、湾岸戦争)

存在自体が心理的パニックを回避

今後の課題

1. 中国、インド等の非加盟新興国の石油需要の増大ゆえ、
ESSがうまくいく保証はない

2. 天然ガスについてのESSが必要

どの機関が担うべきか：IEAがベスト


